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大小それぞれの不安を抱える中のご来場、誠にありがとうございます。
上演に際しましては、皆様方の安全確保に最大限、努めさせて頂きます。

10年間、「笑える芝居を」とひたすら考えてきましたが、　　〃∴㌦■
今、この状況下において社会の為に特に何もできてないもどかしさと、
「不謹慎」で片づけられてしまう脆弱さも持ち合わせております。
が、覚悟をもって立ち止まりません。　　　　　　　　　　　　　　W′‘）
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この度の大災害を天罰と称した方がいらっしゃいました。

発言の是非はともかく、天に意思があるとすれば、人はその前では無力なのは確かです。
地球という星の営みにとって、人間なんて本来必要ないのかもしれません。
しかし私達は生み出された以上、ああそうですかと諦め、抗わないわけにはいかないのです。
どんなに小さな存在であろうが、我々の内側には意思があり、外側には縁があるからです。
自分が「生きよう」とする意思と、他人と「繋がろう」とする縁。
多くの方が一瞬にして意思や縁を奪われました。その一つ一つに想像をめぐらすと言葉もありません。

それでも人は、二度と失いたくないという強い意志を持って立ちあがるはずです。
見えない大きな力に、常に押しつぶされそうになりながら、変哲もない日常を繰り返し送る事は、
人としての偉大な事業でしょう。
Performenシリーズで常に訴えかけてきたのは、そういった平凡な人間賛歌です。

精一杯の笑いを込めて。
だから、その賛歌をやめるわけにはいきません。

震災以降、繰り返してきた日常が途切れた方が大勢います。
私は、今すぐ「演劇にできる事」は無いと考えます。
「こんな時だから演劇の力を」とも思いません。
「がんばろう」というエールも好きではありません。

被災された方達が自ら、心底笑える日が来るのには時間がかかります。
私や、この作品の思いも直接被災地には届きはしないでしょう。
そんなものより他に届けるべき物がまだまだあるはずです。
なので目の前にいらっしゃる皆様方に届けるので手一杯です。

が、私はそれで充分です。
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これを御覧になった皆様の縁を伝手に、それが何年先になるかはわかりませんが、
いつかこの笑いと人間賛歌がやや色槌せて届くのではないかと願っております。
その頃には、新たな平凡で退屈な日常が築き上げられていて、「なんだよ、くだらねえな」と鼻で笑ってもらえれば、
Performenシリーズをやり続けた意義があったかなと思います。

最後に、犠牲になった方々への哀悼の意と、再び立ちあがろうとする方々への敬意を表します。

主宰・竹田哲士

総勢37人。
今までも人が多い、と言って来たが、今回は本当に大人数である。

この人数でPerformenを造る。

それぞれの考えやセンスや常識をぶつけ合い、削り合い、補い合い。
沢山の個性に触れるたびに、Performenのテーマでもある「人」について考えさせられた。

笑いには本当に個性が出る、と思う。
今までの知識や経験で笑える点が違うからだろうか。
それらを掘りかえし積み上げ、あちらこちらへと回していき、何体ものPerformenを造りあげた。
沢山いればいるほど様々な個体が生まれ出るものだ。

最後に皆様をお出迎えする、という習性を加えてPerformenは完成した。

さあ、ご覧下さい。

本日は御来場ありがとうございました。

演出・高松亮



■「Performen」とは
「Performen」とは一種の英語ではあるが、

「perform（規則的・持続的行動を成す）」＋「men（者ども）」時由来する造語である。

なお、これは複数形であり、単数形では「Performan（パフオー寸ン〉」となる。
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パフォーマンとは、特定のシステムに縛られ延々と同じ動きを繰り返す「律動人型（リツドゥヒ掠タ）」の事である。
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■パフォーマンを縛る律動、「理（レゴラ）」　　　　　　　　　一

会豊塁品慧慧提言㍊ミが、まさにそれこそがシステムであり、　　畑
自覚とは無関係に自我を支配するまさに絶対的宇宙真理にして普遍の法則、『理（レゴラ）』と呼ばれる。守雄
つまり『理』とは、時に「神」とか「運命」と呼ばれる創造主によって造られた律動人型が、

その思惑通りに動かされ、考えさせられ、生活をおくらされる為のシステムとも言える。

創造主は「単調さ」を最もの善と価値づけるがゆえに、「単調さ」を否定する者を憎む。
単調で退屈な日常をただただ嘆く無力な人間。だが、生まれてから死ぬまで、
毎日を繰り返し生きていくのは人間の本分である。日常の連続を享受できる幸せを感じ、

神の御仕着せる運命に唯々諾々と従う者は「Paradiso」に迎え入れられる。　　　　　　　　　　　　′芯

ここで理不尽な「理」を甘受しさえすれば、何も考えず、誰かに生かしてもらえる「楽」な生き方が待っている。′

それを最上の幸福と思っている人間にとって文字通りの楽園である。

t「PerformenVI」の世界観

ノー

「PerformenVI」はそんな「Paradiso（遊園地）」と呼ばれる、「主」に従い自由意志を棄てた律動人型の理想郷を見ながら、

「カレ」が世界の外側の果てを目指す物語なき物語である。
「カレ」は往立iの娘「アルテ」もしくは樟繍「師の娘「ステラ＿と共に、世界の仕組みを知るため、
Paradisoの果てを目指す。

Paradisoは煉獄山の頂上を中心に広がる同心円状の宇宙で、中心から複数の天で構成されている。
アルテとステラ、どちらと行動を共にするかにより途中のルートに違いが生じる。


	

